
ながなんぢゃ

祖母はよそ者？

What’s in a name?

昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
中
国
広
東
省
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行

き
、
あ
る
家
庭
を
訪
問
し
た
と
き
、
祖
母
が
孫
へ
の
怒
り
を

口
に
し
て
い
た
。
も
う
あ
の
子
は
う
ち
の
孫
で
は
な
い
、
と

ば
か
り
の
憤
慨
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
聞
い
て
み
る

と
、
彼
ら
の
方
言
で
あ
る
潮
州
語
で
孫
が
祖
母
の
こ
と
を

「
外
婆
」（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ん
だ
の
が
問
題
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
こ
の
祖
母
は
、
孫
か
ら
す
る
と
母
親
の
母
に
あ
た

る
。
中
国
語
を
解
す
る
人
な
ら
ば
、
な
ぜ
祖
母
が
怒
っ
て
い

る
の
か
理
解
に
苦
し
む
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に

は
、
中
国
の
方
言
を
め
ぐ
る
複
雑
な
状
況
が
関
係
し
て
い
る
。

中
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
五
六
の
民
族
の
う
ち
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
の
が
漢
族
で
あ
る
が
、
一
〇
億
人
を
超

え
る
漢
族
は
、
文
化
・
言
語
面
で
の
多
様
性
が
大
き
い
。
例

え
ば
、
北
方
を
ベ
ー
ス
と
す
る
中
国
語
と
、
南
方
の
方
言
で

あ
る
広
東
語
、客ハ
ッ
カ家
語
、潮
州
語
と
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
ら
成
り
立
た
な
い
。
み
な
漢
字
を
使
う
と
は
い
え
、
方

言
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
漢
字
表
記
が
一
部
あ
っ
た
り
、
漢

字
で
は
表
記
で
き
な
い
こ
と
ば
が
あ
っ
た
り
す
る
。
さ
ら
に

は
、
親
族
呼
称
の
範
囲
す
ら
異
な
っ
て
い
る
。

中
国
語
で
は
、
父
方
と
母
方
の
祖
父
母
を
明
確
に
わ
け
て

呼
称
す
る
。
父
方
の
祖
母
は
「
奶ナ
イ
ナ
イ奶

」、
母
方
の
祖
母
は

「
外ワ
イ
ポ
ー婆
」
と
呼
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
潮
州
語
や
客
家
語
は
、

日
本
と
同
じ
く
、
父
方
で
あ
る
か
母
方
で
あ
る
か
を
明
確
に

区
別
し
な
い
。
つ
ま
り
、潮
州
語
で
は
、祖
母
を
「
奶
奶
」「
外

婆
」
と
わ
け
ず
、
一
括
し
て
「
嫲マ
マ
ー嫲
」
ま
た
は
「
阿ア
マ
ー嫲
」
と

呼
ぶ
。

祖
母
の
怒
り
の
原
因
と
な
っ
た
、「
外
婆
」
と
い
う
呼
称

は
、
中
国
語
の
文
脈
で
は
何
の
問
題
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

潮
州
語
で
「
外グ
ア
マ
ー婆
」
と
呼
ぶ
と
、「
外
」
と
い
う
漢
字
に
あ

る
よ
う
に
、「
よ
そ
者
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
調
さ
れ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
祖
母
は
、
同
じ
家
族
の
一
員
で
は
な

い
「
よ
そ
者
」
で
あ
る
と
孫
か
ら
言
わ
れ
た
と
思
い
、
怒
り

を
露
わ
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
祖
母
は
中
国
語
の
「
外
婆
」
と
い
う
単
語
を
知

ら
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
読
者
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
中
国
の
南
部
で
は
中
国
語
を
ほ
と
ん
ど
解
さ

な
い
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
。
他
方
で
、
若
い
孫
の
世
代
と

な
る
と
、
方
言
を
解
す
る
も
の
の
、
学
校
や
テ
レ
ビ
の
影
響

で
中
国
語
が
日
常
会
話
の
ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
得
意
と
す
る
使
用
言
語
が
異
な
る
た
め
、
孫
は
、

中
国
語
の
表
現
を
基
盤
と
し
て
、
方
言
で
話
す
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
と
き
、
中
国
語
と
方
言
の
意
味
の
ズ
レ
に
よ
り
、

行
き
違
い
が
生
じ
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

結
局
、
こ
の
問
題
は
、
母
親
が
仲
介
を
し
、
中
国
語
の
意

味
を
祖
母
に
教
え
る
こ
と
で
解
決
し
た
。
し
か
し
、
祖
母
は
、

「
外
婆
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
か
な
り
の
抵
抗
感
が
あ
る
ら

し
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
後
は
、
祖
母
を
潮
州
語
で
「
嫲
嫲
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
、
こ
の
家
庭
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
な
っ
た
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
だ
け
で
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
現
代
中
国
の
内
部
に
お
け
る
異
文
化
（
言
語
）
衝
突
の

片へ
ん
り
ん鱗
を
、
こ
こ
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

河
かわ

合
い

 洋
ひろ

尚
なお
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

2016年 4月 1日に施行された障害者差別解消法は、障害

を理由とする差別をなくし、人びとの共生する社会の実現

を目指している。そのため求められるのが、社会的な障壁

を取り除くための「合理的な配慮」である。本号では、そ

の合理的配慮について研究する広瀬浩二郎准教授の共同研

究をもとに特集を組んでいる。今回の特集の本文では、こ

の機会をお借りして、ユニバーサルデザインを志向すると

いう UDフォントで試行的に組んでみた。読者諸氏のご意

見を賜りたい。

ところで広瀬氏の研究室は、小生の隣の部屋にある。よ

く出張されているなとは思っていたものの、今回の特集記

事のそこかしこに顔を出すのをみるにつけ、これほど精力

的に動きまわっていたのかと小生のなまけものぶりを反省

した次第である。

今号から「手芸考」が終わり、映像を主題にする「シネ

倶楽部Ｍ」が始まる。こちらの連載も楽しみにしていただ

きたい。（丹羽典生）
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みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）

みんぱくフェイスブック
https://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
https://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/


